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校訓【元気いっぱい 温もりのある 誇れる 西合志東小】第１４号
令和４年１０月６日 文責：有内 弘

令和４年度前期、大変お世話になりました

【学校教育目標】 【温もりのある】

「主体性と協働性を育み、夢の実現に挑
戦する児童の育成」 ～可能性を力に～

１０月７日（金）は令和４年度前期終業
式の日です。令和４年度のスタートから前
期始業式や入学式、家庭訪問、東小運動会、
水泳授業開始そして夏休み、９月に入ると
修学旅行や集団宿泊教室、移動教室などが
ありました。
その間もずっとコロナ感染対策をしなが 八木さんは講話の冒頭で平和

ら、また熱中症対策をしながら教育活動を のバトンを受け取ってほしいと
進めてきました。時には台風（大雨）によ 話されました。子どもたちは八
って学校が臨時休校になることもありまし 木さんの１つ１つの言葉に耳を
た。学校もその都度教育委員会と連携しな 傾け、心で受け止めていました。
がら対応をしてきましたが、何より保護者
の皆様のご理解とご協力のおかげで急な連 【誇れる＋夢の実現】
絡にも対応していただき、また予防的な行
動によって教育活動を止めることなく、子
どもたちの学びの場と時間を保障すること
ができましたことに感謝申し上げます。
後期のスタートは１０月１３日（木）か

らです。５日間の休みをはさんで後期開始
となります。学校教育目標に掲げた児童の
育成を図り、児童一人一人の成長とまわり
の人やもの、ことに感謝「ありがとう」を
忘れない教育を進めていきます。
前期、大変お世話になりました。 天気にも恵まれ、他の団体も

ほとんどなく、集中して集会を
◆めざす子どもたちの学校での様子◆ 行うことができました。二度と
【元気いっぱい】 戦争の道に進まないこと、くら

しの中にあるおかしさを見つめ
直していくこと等を誓いました。

【書籍の紹介】ちょっと読んでみませんか！

題名 「となりの脳世界」
ああ、これは私が見ている世界だなあと

しみじみしました。私の脳の中はこんな世
界です。そんな気持ちを込めて本のタイト

２日目も元気いっぱい。班の人 ルを付けました。自分が子どもの頃に想像
と協力して、自分たちで決めてい していた世界にもどれる？１冊です。
ろんなアトラクションやブースを 著者 村田沙耶香 発行所 朝日新聞出版
訪れていました。さあ次は？
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